
神の宣教に参加する

６つの方法

「ですから、 あなたがたは行って、

あらゆる国の人々を弟子としなさい。」

マタイ２８ ： １９a

神は私たち一人ひとりに、 世界に対するご自分の

働きに深く関わってほしいと願っておられます。 私

たちが神の御心を求めるなら、 神は私たちをすば

らしい宣教の旅に導かれます。

　　　　　 ＯＭＦ日本ホームサイドセンター

　　　　 〒 272-0035 千葉県市川市新田 1-16-14

　　　 	 電話 047-324-3286    FAX 047-324-3213

　　　	 電子メール　hc@omf.or.jp

　　　　	ホームページ　https://omf.org/jp/

　　　　	郵便振替　

　　　　	口座名：ＯＭＦインターナショナル日本委員会　

　　　　	口座番号：00100-0-616052

Ｑ＆Ａ

Q: 宣教地を訪問して宣教師がどんな生活をして

いるのか知りたいのですが。

A:　まずは ＯＭＦ事務局までお問い合わせくださり、

担当者とご相談ください。 短期宣教プログラムを

ご案内させていただきます。

Q:　宣教師のために献金したいのですが。

A:　ありがとうございます。 支援したい宣教師の名

前を明記し   「 ＊＊宣教師指定献金」 として献金

してください。 ＯＭＦ全体の必要については  「 一般

献金」 としてお献げください。

Q: 宣教師のために祈るにはどうしたらいいです

か？

A: ＯＭＦ宣教ニュースや祈祷カレンダー、 宣教師

が個人で出しているニュースレターなどを用いてお

祈りください。 日本各地の、 またオンラインでのＯ

ＭＦ宣教祈祷会に参加することもできます。

ＯＭＦ宣教祈祷会に参加しませんか？

日本各地で、 またオンラインで宣教祈祷会を行っ

ています。 関心のある方は事務局までご連絡くだ

さい。

ＯＭＦインターナショナルとは？

ＯＭＦインターナショナル（ 国際福音宣教会） は国

際的なキリスト教超教派（プロテスタント） の宣教

団体です。 現在は、 約１４００人の

働き人が東アジアの人々の中で宣

教の働きを進めています。
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「神の国の働きにおいて、とりなしの祈りほど重

要なものはありません。」

　　　　　　　　　　－リチャード・フォスター

宣教師のため、宣教地のため、そして人々の必要

のため、とりなす働きをしましょう。

・宣教祈祷カレンダーを使って祈る

・教会の祈祷会で宣教師を覚えて祈る

・日本の各地で開かれている OMF 宣教祈祷会に

   参加する

・自分たちで宣教祈祷会を始める

出て行く前に人々は宣教に動員されなくてはなり

ません。動員するとは、人々が宣教の必要に気づき、

宣教に関わるようになり、自分に与えられた宣教

の役割を担っていくように働きかけることです。

・宣教大会に誘う

・家庭や教会で宣教報告会を企画し、人々を招く

・定期的な宣教祈祷会を開く

・短期宣教プログラムに人々を誘う

・宣教について教会学校や青年会等で分かち合う

送り出す人々がいることにより、召命を受けた

人が出て行くことができるのです。送り出す人々

の働きにはどのようなものがあるでしょうか？

・特定の宣教師を個人的に覚え祈りつつ共に歩む

・経済的必要を知り献げる

・励ましのメールや手紙、食料や本等必要な物

  を送る

・宣教師のニュースレターの編集、発行、発送 

   を手伝う

・宣教師の一時帰国中、具体的に助ける　（子供た 

   ちのお世話、宿を提供する等）

５．送り出す３．動員する１．祈る

日本にいる私たちの周りにも、外国からの人々が

たくさんいます。外国に行かなくても異文化の人々

を歓迎し、神の愛を示し、神の救いについて語る

ことができます。具体的にどのようなことができ

るでしょうか？

・食事に招いて彼らの言葉・文化・習慣などを

   教えてもらいながら交流を深める

・日本語を教える

・日本語で一緒に聖書を学ぶ

・日本での生活を助ける（病院や銀行、買い物

   等に一緒に行って通訳など手助けする）

・日本の観光地を案内する

「遣わされることがなければ、どのようにして宣

べ伝えるのでしょうか。『なんと美しいことか、

良い知らせを伝える人たちの足は』と書いてあ

るようにです。」　ローマ 10：15

神は特別に能力の高い人だけを異文化宣教へ遣

わされるのではありません。神は普通の人であ

る私たちを、神の宣教の働きに召されるのです。

ある人にとっては、それは異文化圏へ出て行く

ことであり、短期間の場合もあるでしょうし、

長期間の場合もあります。神の呼びかけに従う

ことなしに、宣教が進むことはありません。

６．出て行く４．歓迎する

宣教に関わるどの過程にあっても、私たちはこの

世界に対する神の御心とご計画を学ぶ必要があり

ます。具体的に次のようなことができます。

・御言葉を学び宣教についての神の御心を知る

・宣教地の言葉を学ぶ

・宣教について学ぶ（聖書学校のコースをとった

   り、宣教学の本や宣教師の伝記を読む）

・異文化の人々について学ぶ（本を読んだり、

   歌や楽器、料理を習ったりする）

・他宗教（イスラム教、仏教など）について学ぶ

・宣教報告会に参加する

・宣教師のニュースレター等から学ぶ

２．学ぶ


